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　今大会も、東京走友会・ＮＲＵハムクラブ・東京地本の
ご協力で無事終了しました。紙面を借りてお礼を申し上げ
ます。
※詳細な記録については、ホームページにて掲載していま
　す。

　国労東日本本部は、１１月7日に第20回マラソン大会を皇居外周で開催し、最年少は

１2歳から最年長は７6歳までの幅広い年齢層のランナーが激走しました。

　個人５キロマラソンは、上位入賞常連の鈴木選手（東京）が２年振りとなる優勝を果たし、

１5チームのエントリーで競われた駅伝レースでは、序盤は他チームにリードを許しながら

も後半に見事な追い上げを見せた長野Ａチームが盤石の3連覇を達成しました。

　今号は、①第20回マラソン大会、②東日本青年部学習交流会報告、③第27回運

転協議会定期委員会報告、④”関東・東北豪雨被害”支援の御礼状報告、とします。
西尾競技審判長
（走友会）

駅伝優勝 長野Ａチーム

個人優勝  鈴木選手 女性１位 吉江選手

前年度優勝チームによる選手宣誓
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東
日
本
青
年
部
は
10
月

12
・
13
日
、
長
野
県
千
曲
市

に
お
い
て
青
年
部
学
習
交
流

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
彦
田
青
年

部
長
か
ら
「
東
日
本
本
部
管

内
で
は
８
年
連
続
で
新
規

採
用
者
の
組
織
拡
大
が
続
い

て
い
る
中
で
、
Ｊ
Ｒ
関
連
会

社
の
方
の
加
入
も
続
い
て
い

る
。
昨
年
６
月
と
本
年
３
月

に
は
青
年
部
要
求
と
し
て
16

年
ぶ
り
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
団

体
交
渉
を
行
っ
た
。
交
渉
を

終
え
た
参
加
者
か
ら
は
『
要

求
内
容
を
き
ち
ん
と
把
握

し
、
相
手
に
伝
わ
る
よ
う
簡

潔
に
ま
と
め
る
事
が
必
要
不

可
欠
』、『
い
い
経
験
に
な
っ

た
が
勉
強
不
足
を
感
じ
た
』

な
ど
の
感
想
が
出
さ
れ
た
。

貨
物
会
社
で
は
新
規
採
用
の

見
送
り
や
16
年
連
続
ベ
ア
ゼ

ロ
回
答
や
賃
金
・
手
当
の
抑

制
な
ど
労
働
条
件
の
改
善
が

喫
緊
の
課
題
。
今
回
は
信
州

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
仲
間
の

参
加
も
あ
り
、
改
め
て
意
見

交
換
や
交
流
を
深
め
、
自
信

と
確
信
を
持
ち
な
が
ら
国
労

運
動
の
継
承
に
向
け
て
創
意

工
夫
し
、
組
織
拡
大
に
向
け

て
取
組
も
う
」
と
挨
拶
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
東
京
共
同
法
律

事
務
所
の
村
上
一
也
弁
護
士

を
講
師
に
「
安
全
保
障
関
連

法
と
憲
法
」
の
学
習
会
を
開

催
。
憲
法
の
成
り
立
ち
や
戦

争
の
放
棄
を
謳
っ
た
条
文
な

ど
の
具
体
的
な
説
明
を
頂

き
、
９
月
19
日
の
参
議
院

平
和
安
全
特
別
委
員
会
で
国

民
へ
の
説
明
が
不
十
分
で
理

解
も
深
ま
っ
て
い
な
い
と
さ

れ
な
が
ら
も
戦
争
法
案
が
強

行
採
決
さ
れ
た
こ
と
の
重
要

さ
を
学
び
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
戦
争
放
棄
の
成
り

立
ち
を
学
ぶ
事
が
出
来
た
」

「
ニ
ュ
ー
ス
で
は
取
り
上
げ

な
い
内
容
を
や
っ
て
く
れ
て

　

10
月
16
日
、
大
宮
地
区

本
部
に
お
い
て
「
第
27
回
東

日
本
運
転
協
議
会
定
期
委
員

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

座
長
に
は
東
京
運
車
協
議

会
の
渡
辺
さ
ん
が
選
出
さ

れ
、
長
谷
川
議
長
の
開
会
挨

拶
で
始
ま
り
、
東
日
本
本
部

の
佐
藤
書
記
長
か
ら
情
勢
並

び
に
当
面
す
る
活
動
に
つ
い

て
報
告
が
さ
れ
、
工
作
協
議

会
の
小
野
議
長
か
ら
連
帯
の

挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
の
後
、
経
過
報

告
並
び
に
活
動
方
針
に
つ
い

て
、
長
谷
川
議
長
か
ら
提
起

を
受
け
、
討
論
と
な
り
ま
し

た
。「
検
修
外
注
化
３
年
を

迎
え
て
の
職
場
実
態
」、「
乗

務
員
勤
務
の
実
態
」、「
エ
ル

ダ
ー
雇
用
に
関
し
て
」、「
組

織
拡
大
に
つ
い
て
」
そ
れ
ぞ

れ
意
見
を
出
し
、
そ
の
他
に

委
託
先
労
働
条
件
改
善
、
災

害
時
の
勤
務
扱
い
、
遠
距
離

通
勤
解
消
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
交
渉

等
、
各
地
方
か
ら
職
場
実
態

報
告
と
東
日
本
本
部
・
運
転

協
議
会
へ
質
問
並
び
に
要
請

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

発
言
を
受
け
て
佐
藤
書
記

長
よ
り
「
他
支
社
に
ま
た
が

る
部
分
は
協
約
化
を
め
ざ

す
。
遠
距
離
通
勤
に
つ
い
て

は
今
後
も
解
消
を
め
ざ
す
」

と
回
答
が
さ
れ

ま
し
た
。

　

集
約
で
は
、

長
谷
川
議
長
よ

り
「
検
修
外
注

化
施
策
の
見
直

し
は
継
続
し
て

い
く
。
乗
務
員

勤
務
改
善
に
向

け
て
は
勤
務
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

共
に
大
衆
宣
伝

を
め
ざ
す
。
災

害
発
生
時
に
は

本
人
、
家
族
の

命
を
最
優
先
で
行
動
を
。
施

策
見
直
し
や
労
働
条
件
改
善

に
は
調
査
・
点
検
活
動
が
欠

か
せ
な
い
。
日
常
業
務
に
流

さ
れ
ず
記
録
を
取
り
、
報
告

を
。
組
織
の
多
数
化
が
最
善

最
速
の
道
で
あ
り
、
繋
が
り

を
持
ち
な
が
ら
一
歩
前
進

を
」
と
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
松
木
長
野
運
転

協
議
長
よ
り
委
員
会
宣
言
が

読
み
上
げ
ら
れ
、
全
体
の
拍

手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
「
鉄
道
の
安
全
輸

送
の
確
保
」
に
向
け
て
、
今

後
も
国
労
東
日
本
運
転
協
に

団
結
し
て
い
く
こ
と
を
互
い

に
確
認
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

９
月
10
日
に
発
生
し
た
台

風
18
号
に
伴
う
関
東
・
東

北
豪
雨
の
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
へ
の
、
国
労
東
日
本
組

合
員
一
同
の
激
励
・
支
援
に

対
し
て
、
日
本
私
鉄
労
働
組

合
関
東
地
方
連
合
会
を
通
じ

て
御
礼
状
が
届
き
ま
し
た
。

良
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
習
会
終
了
後
は
昨
年
に

引
き
続
き
体
育
館
を
使
用

し
、
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
楽
し
か
っ
た
」「
リ

ラ
ッ
ク
ス
も
で
き
交
流
が
出

来
た
」
な
ど
、
懇
親
を
深
め

る
事
が
で
き
、
夕
食
時
に
は

更
に
楽
し
く
食
事
を
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
東
日
本
本
部
武

田
組
織
部
長
か
ら
「
労
働
組

合
の
役
割
に
つ
い
て
」
の
講

演
を
受
け
、
全
体
交
流
で
は

お
互
い
の
職
場
の
現
状
に
つ

い
て
予
定
時
刻
ギ
リ
ギ
リ
ま

で
熱
く
語
り
合
い
、
そ
の
中

で
改
め
て
労
働
組
合
の
必
要

性
を
感
じ
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
東
日
本
青
年
部
で
は
引

き
続
き
学
習
交
流
会
を
開
催

し
て
ま
い
り
ま
す
。

御礼状の本文は
HP に掲載（　　　　　　）


